
 

７月がスタートしました。梅雨末期の高温でムシムシとした梅雨特有のお

天気が続いています。梅雨の雨は農事にとっては大切なのだ、と思いつつも

この湿度からは解放されたい気持ちです。 

さて、６月２９日から幼稚園では水着に着替えた水遊びが始まりました。

子供たちは大喜びで楽しんでいます。 

せめて子供たちのプール遊びの日は雨はお休みして欲しいものです。 

 

幼稚園は小学校の先取り教育？ －鳩山幼稚園の教育を改めて考える－ 
 

６月２日（金）に鳩山幼稚園に西部教育事務所による指導訪問が実施されまし

た。これは 2 年に 1 回西部教育事務所の指導主事が来園し、保育の様子を参観

しより良い保育（教育）のためにアドバイスをしてくれます。（教育事務所の指導主事に

よる訪問は、県の全ての公立の小・中学校・幼稚園で 2 年毎に行われています。このようなシステムにより公立の

幼稚園では、文科省から出されている指導要領に、より準拠した教育が行われています。）鳩山幼稚園の園経営、教育(保育)

内容、環境構成等について、たくさんお褒めの言葉をいただきました。これから

も自信を持って推進していきたいと考えています。 

さて、その折、指導主事の先生から、「県の教育委員会から〝幼稚園では、小学

校の先取り教育をしないで″ということを必ず伝えて欲しいと言われている。」と

いうお話がありました。園だより『ピジョっこ』でも、R5.１月号（早期教育）や

R4.9 月号（非認知能力）、R3.12 月号（フリードリヒ・フレーベルの言葉「子供は 5

歳までに一生涯に学ぶべき全てを学び終える」）に本園が考えている幼児教育について見解を載せま

した。県の教育委員会からの言葉〝幼稚園は、小学校の先取り教育をする場ではない″は、本園で

行っている幼児教育への後押しをもらったように感じました。 

幼稚園での様々な活動や遊びの中で、子供たちは多くのことを学んでいきます。鳩山幼稚園を例

に挙げれば、読書活動（読み聞かせ）を通して、言葉を覚える、文字を覚える、誰かに読んであげた

くなる、文字を書きたくなる、などと発展していきます。また、自分たちが蒔いたソラマメが冬に黒

く萎びてしまったことに対し、なぜだろう？お水をあげなかったから？（逆に）お水をあげすぎた

から？お日様にあたらなかった？霜にあたった？寒すぎた？ 子供たちは今までの経験や学びを駆

使していろいろと考えます。当番の子が給食の牛乳を取りに来た時に、欠席の子供の報告をします。

頭の中で引き算をして、必要な牛乳の数を考えます。もちろん子供の育ちには個人差がありますが、

このようなことは園の生活の日常の中に常にあります。 

子供たちは広い意味での遊びや体験からたくさんのことを学び、小学校の学習や生活へとつなが

っていきます。多くの幼児教育の専門家もよく言っていることですが、本園でも幼児期にたくさん

の豊かな体験や活動を通して「知・徳・体」をバランスよく身に付けていくことは非常に大切ことだ

と考えています。鳩山幼稚園ではこれからも年間を通して、季節感を大切にしたたくさんの体験活

動(栽培活動や制作活動、伝統行事への取組、一斉の運動遊び、自由遊び、など)と、それを支える読

書活動を通して、様々な出来事を自分事と考えられるような想像力の素地を培い、豊かな心を育ん

でいきたいと考えています。 

 

                                 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

ピーマンの草取り 

 

 

 

 

 

発泡スチロールに田植え 

 

 
 

 

 

育ちは今一歩(花壇) 

 

 

 

大きく育っています 

 

 

 

６月１４日 男爵  

 

 

花壇にも 

 

 

  

キュウリの苗植え 

 

 

 

 

 

弱々しい(畑) 

 

 

 

サツマ苗育ってきました 

種から育てたキュ

ウリの苗、大きく

なりました。 

発泡スチロール田んぼ 

 

 

 

 

 

田んぼ作り 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

さくら組保育参観 にじ組保育参観 

 

 

 

楽器遊び 

 

こぶた・たぬき・きつね 

 

 

 

 

 

「お願いします。」 

 

 

 

 

借りるといつものように 

階段に座って読みます。 

 

お誕生日おめでとう！ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『 もっと遊びたかったのに！！ 』 

                   にじ組担任 窪田幸恵 

 梅雨に入りじめじめした毎日が続きますが、にじ組の皆は楽しいことを見つけるのが 

とても上手です！ 

★「おうちごっこ」盛りあがっています 

 「頑張るぞ」と年長組として張り切って過ごしてきた気持ちも、最近では段々とほぐれてきました。伸

び伸びと好きなことをして遊ぶ中で、お姫様やネコ、高校生や大学生役になったりしてごっこ遊びを楽し

んでいる姿がよく見られます。空き箱でお出かけ用のバッグ、タブレット、スマートフォンなどを手作り

したり、ままごとコーナーの側にある隠れ家的なロッカーにカーテンを貼り付け、秘密基地やサウナルー

ム（本当に汗かいています！）に見立てて遊んだり、友達との会話を楽しみながらイメージを膨らませて

楽しそうに遊んでいます。 

★「虫捕り仲間」 

 Ａ君がＢ君を誘います。「バッタ捕りに行こうよ！」Ｂ君は「支度するからちょっと、待っていて」と

急いで支度に取り掛かります。「待ってるよ、仲間だからね」……次の日、Ｃ君がＡ君を「虫捕りに行こ

うぜ」と誘いました。「だって仲間だからね」とＣ君。どうやら前日のＡ君とＢ君のやりとりを見ていた

ようです。男の子達の中からは、『仲間』という言葉がよく聞こえてくるようになりました。 

虫捕りの様子を覗いてみると、誰がたくさん捕れたのか、一番大きいのが捕れたのは誰なのか、など皆

で楽しそうにお喋りをしながら、園庭の草むらを走り回っています。「先生、見てみて」と嬉しそうに見

せてくれる虫かごの中には、バッタが２０匹ほど入っていて「これでよし！」と満足そうなＡ君たちなの

でした。 

 

 にじ組になり、友達と誘い合い一緒の遊びをして楽しく遊ぶ姿が見られるようになっています。「こう

しない？」「いいね」「じゃ、これはどう？」など、やりたいことを表現し、気持ちをすり合わせながら遊

びを進めることも増えてきました。「そろそろお片付けにしようか」と担任が声をかけると、「え～、もっ

と遊びたかったのに！」と、友達との遊びが楽しいと感じられている嬉しいブーイングが聞こえてくるの

でした。 

 

『 裸足って気持ちいい！ 』 

                       さくら組担任 星野 佐和子 

梅雨の合間の晴れの日、気温が上がってくると、さくら組のみんなは喜んで砂場遊びを始めます。一人が

裸足になると「僕も！」「私も！」とあっという間にみんな裸足っ子。そして誰かが「お水で遊びたい。」と

提案。泥んこ遊びのスタートです。「何をつくる？」みんなの楽しそうな会話が始まりました。A 君「船を

浮かばせたいな。」B ちゃん「温泉を作りたい。」Ｃちゃん「私も温泉を作る。」Ｄ君「僕は温泉作りを手伝

うよ。」Ｅ君「僕はトンネルを作ろうかな。」みんな思い思いにやりたいことをワクワク嬉しそうに話してい

ました。そうと決まったら、泥んこ遊びのお仕度早い早い。長ズボンもちゃんとまくり、シャベルにバケツ

に必要な道具をそろえます。そして水汲み場から砂場へ何往復もしながら水を運ぶ子供たち。みんなの運ぶ

道には水たまりができ、その水たまりもまた楽しい水遊び場。「ここの水たまり踏むとぷにゅぷにゅする！

気持ちいい！」「お水がお湯になってる！」 

しばらくして誰かが「ねぇ（砂場は）水をかけてもかけてもどうして水がなくなるの？」この言葉を聞い

たさくら組のみんなは「砂がのど乾いてるんだよ。」「さらさらで乾いてるから？」「吸っちゃうんだよ。」「水

が足りないってことだよ。」・・・「もっとお水持ってきて先生！！」みんなが使う水を汲んで運ぶのですが、

それを上回るみんなの水を使うハイペースに驚きです。ようやく完成した観光地、温泉があって、湖があっ

て、船を浮かべ、山にはトンネル。それはそれは素敵な観光地です！！みんなで足湯をして楽しみました。 

 

裸足の解放感もあり、伸び伸びと遊びに取り組むさくら組さん。遊びの中で気付いたことを言葉にする機

会が増えてきています。気づきを教師や友達と共有できるよう橋渡しをしていきたいと思っています。 

 

み～んな！げんき！ 

さくらぐみ 


